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Ⅰ地域農業の概況（労働力不足の傾向・雇用管理の現状）
〇〇地域においては、雇用就農者数が・・・・雇用管
理の状況は・・・・

Ⅱ事業の取組方針
地域協議会において、・・・・

Ⅲ具体的な取組概要
①必須の取組
（１）働きやすい環境づくり計画の策定・推進
（２）協議会構成員が取り組む就労条件改善等のための

取組

Ⅳ事業スケジュール
Ⅴ事業完了予定
Ⅵ事業の成果目標
〇成果目標値： 従業員における就労条件改善前後での

就労条件に対する満足度の変化
〇目標年度： 事業終了年度の翌年度

実施主体（協議会）

就労条件改善に取り組む農業経営体

経営体名・・・・

関係機関

関係機関名・・・

連携機関

連携機関名・・・

具体的な取組内容改善に取り組む就労条件
の項目

社務士に依頼して実施する勤務
実態把握、ルール整備

就業規則の策定

賃金台帳の整理、労務管理アプ
リの導入

労災保険への加入

経営コンサルへの相談・委託人事評価制度の設定

・・・・・・













労働力の確保

★1.働きやすい環境づくり計画の策定・推進


［会議開催のための資料印刷費、会場借料、専門家謝金等］



［調査のための旅費、人件費等］

2.働きやすい労働環境づくりのための研修等の実施


［会場借料、講師の謝金・旅費、資料作成の印刷費等］

★3.就労条件改善の取組

［社会保険労務士等によるコンサルティング費用等］


［経営計画の見直し、経営分析・営農支援システムの導入等］


［作業工程の見直し、作業マニュアルの作成等］


［人事制度や人材管理システムの導入等］

4.就労条件改善を労働力の確保につなげるための取組

［調査のための旅費、人件費等］


［求人広告の掲載費用］


［出展料、会場借料、PR資料作成の印刷費等］


［研修会開催のための謝金、旅費、会場借料等］

労働負荷DOWN

作業効率UP

将来へのキャリアアップ展望

労務課題の見える化



社労士に相談し、
・ 現在の職場の満足度や従業員が何を求めているか等を確認
・ 自社の営農の特徴を踏まえつつ、従業員が働きやすい条件（休日、１日の労働時間等）を設定

【取組の効果】
 従業員の希望も踏まえた勤務体系の構築により、満足度アップ
 勤務体系が明示されることで、就農希望者が求人に応募しやすくなる
 すぐには解消できなくても、構築すべき職場環境の目標ができる

先進経営体や経営コンサル会社に相談し、
・ 自社で求められるスキルを整理
・ スキルの評価方法や、取得状況に応じた職階を設定
・ 併せて、従業員のスキル取得に必要な研修内容等を検討

【取組の効果】
 目指すべき姿が明確になり、従業員のモチベーションがアップ
 将来の展望が描けることで、就農希望者が求人に応募しやすくなる
 自社に不足しているスキルや人材を把握し、対応を練ることが可能

＜整理する項目（例）＞
○ 始業・終業の時刻
○ 休日の数、曜日
○ 各種手続き
○ 賃金 等

＜スキル整理のイメージ＞

入社３～４年目まで
基礎的な営農技術習得正社員

入社５年以上
営農に関するマネジメント農場⾧

販売や流通等の経営に関
するマネジメント役員

・ 従業員の勤怠管理や、圃場の栽培管理を行うためのITツールを導入
・ 業務体系を見える化し、作業にかかる工数から習熟度を客観的に把握
・ 社労士に相談し、賃金台帳等の経営に必要となる基礎的な帳簿の作成や、労災保険をはじめとす
る社会保険加入の書類作成・提出の代行を依頼

【取組の効果】
 ITツールの導入により、人材管理を省力化・効率化
 労災保険の申請～保険料確定の一連の手続きの流れを構築し、
次年度以降は自社で実施できるようにすることが可能


